
科目 今年の出題内容・全国平均点（up・down） 新テストに向けて 

数 

学 
Ⅰ

・
Ａ 

「場合の数と確率」で異なる事象の確率を考える問題が出題された。 51.88(-7.8) 
大問数、配点は昨年と同様。問題量、計算量も昨年並であるが、目新しい問題が多

く出題された。「数と式」では１次関数のグラフの傾きや切片について考察する問題、

「場合の数と確率」では４つの異なる事象の確率を考える問題、「整数の性質」では循
環小数とｎ進法に関する融合問題がそれぞれ出題された。難易は昨年より難化。 

来年は共通テストに変わります
が、数学Ⅰ・Ａの基本事項の定着
が必要なことに変わりはありませ

ん。その上で、定理・公式の深い
理解を問う問題などにも対応でき
るように、公式を単に暗記するの

ではなく、「なぜ成り立つのか」な
ど疑問を持ちながら学習する、と
いったことを心掛けるようにしましょ

う。 

配 
 

点 

第１問 数と式、２次関数（３０点） 
第２問 図形と計量、データの分析（３０点） 

第３問 場合の数と確率（２０点） 
第４問 整数の性質（２０点）     ３問中２問を選択 
第５問 図形の性質（２０点） 

数 

学 
Ⅱ

・
Ｂ 

「指数・対数関数」と「図形と方程式」の融合問題が出題された。 49.03(-4.18) 
大問数、配点は昨年と同様。問題量、計算量も昨年並。「指数・対数関数」では「図

形と方程式」との融合問題が出題され、数学Ⅱの分野から幅広く出題された。また、

「ベクトル」では四角形の形状を判断する問題が出題された。難易は昨年よりやや難
化。 

共通テストにおいてもこれまでと同
様、限られた時間の中で多くの処
理・考察をする必要があると予測

されます。また、多くの文章や複
数のグラフ・図・表を扱うことが予
測されるため、「どのように考えれ

ば効率的に解答できるか」を意識
しながら演習を行うようにしましょ
う。 

配 
 

点 

第１問 （３０点） 

第２問 微分法・積分法（３０点） 
第３問 数列（２０点） 
第４問 ベクトル（２０点）               ３問中２問を選択 

第５問 確率分布と統計的な推測（２０点） 

物 

理 

基 

礎 

 33.29(2.71) 

典型的な素材を中心に、物理基礎の内容から幅広く問われた。物理基礎では定性
的に扱われている斜方投射が定量的に出題されており、問題文に各方向の運動と初
速度を与えている点は目新しい。電力輸送の問題は日常を意識した出題であった。

難易は昨年並。 

共通テストでは物理基礎の全範囲

から幅広く出題されることが予想さ
れますので、苦手分野をつくらな
いことが大切です。教科書の学

習、問題演習を通じて、基本的な
内容についてしっかりと理解して
おきましょう。その上で、与えられ

た図や表を読み取り、考察する力
も養っておきましょう。 

配 
 

点 

第１問 小問集合（２０点） 
第２問 波、電気（１５点） 
第３問 物体の運動とエネルギー（１５点） 

化 

学 

基 

礎 

教科書に沿った基本問題が多いが計算問題は応用力が求められた。28.20(-3.02) 

全体的には教科書に沿った基本的な問題が多く出題された。実験操作や生活に関
わる物質についての問題が昨年に引き続きみられた。物質量やモル濃度に関する計
算問題は、問題文の正確な読み取りと応用力を求める内容であった。昨年よりやや難

化。 

化学基礎は共通テストでも幅広い

分野からの出題が予想されるた
め、どの分野から出題されても解
答できるようにしておきましょう。ま

た、与えられた図・グラフなどから
情報を読み取り、知識と結び付け
て思考する力を養うために、見慣

れない題材を扱った演習を積んで
おきましょう。 

配 

点 

第１問 物質の構成（２５点） 

第２問 物質の変化（２５点） 
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ラストセンターを振り返る（第３回） 
 昨日から国公立大前期日程試験が行われている。多くの大学は１日で終わるが、難関大では２日間をかけて行

われる。センター試験に比べて試験時間が長いので、試験科目数が少ないといっても時間がかかるのだ。東京工

業大は数学が１８０分、理科は物理、化学がそれぞれ１２０分、英語９０分の試験時間である。東京大は文科各類が国

語１５０分、地歴公民１５０分、数学１００分、外国語１２０分で、理科各類は国語１００分、数学１５０分、理科１５０分、外

国語１２０分である。脳の持久力も求められる大学入試である。さらに東大理Ⅲは３日目に面接がある。模試受験

で時間を持て余している姿を時々見かけるが、試験時間中、頭をフル回転できる集中力と持久力をつけておこ

う。入試で戦うためには必要な能力である。前回に引き続き、今年のセンターを振り返っておく。 

 



  

参考資料：ベネッセ センター試験【本試験】速報 

科目 今年の出題内容・全国平均点（up・down） 新テストに向けて 

生 

物 

基 

礎 

会話文形式や、グラフの読解を求める出題が見られた。32.10(1.11) 
全体として、基本的な知識を問う問題が多く出題された。一方で、基本的な知識を

用いて思考する必要のある問題が各大問で出題されており、論理的な思考力や与え
られたグラフを読み解く力を問う出題もみられた。昨年よりやや易化。 

共通テストでも、幅広い分野から
正確な知識と理解が問われること

が予想されます。まずは教科書の
内容について正確に理解すること
を心がけましょう。そのうえで問題

演習に取り組み、図やグラフの読
み取りを要する問題や実験考察
問題、初見の図を扱った問題に対

応する力を身につけておきましょ
う。 

配 
 

点 

第１問 生物の特徴および遺伝子とそのはたらき（１８点） 
第２問 生物の体内環境の維持（１６点） 

第３問 生物の多様性と生態系（１６点） 

地 

学 

基 

礎 

図が多用され、ハザードマップや降灰分布予測図が出題された。27.03(-2.59) 

昨年は出題されなかった自然災害に関する問題が第４問として出題された。また、
昨年に引き続き図に関連した設問が半分以上を占めた。風向・風力を表す矢羽やハ
ザードマップは現行課程で初めての出題。昨年よりやや難化。 

グラフや図を扱った問題では、図

中に与えられた情報を丁寧に読
み取ることが重要です。共通テスト
でも、与えられた図やグラフをもと

に考察する問題が出題されると予
想されるので、落ち着いて解答で
きるよう、問題演習を通じて図やグ

ラフなどを読み解く練習を積んで
おきましょう。 

配 
 

点 

第１問 地球（２０点） 

第２問 大気と海洋（１０点） 
第３問 宇宙（１０点） 
第４問 自然災害（１０点） 

物 
 

理 

円筒形の導体に誘導体をはさんだコンデンサーの設定が目新しい。60.68(3.74) 
選択問題の原子では、ニホニウムの生成の核反応式が取り上げられた。円筒形の

導体を加工し、誘導体をはさんだコンデンサーの設定が目新しく、平行板コンデンサ

ーの等価回路として考えさせる出題があった。部分点を与える設問が復活し、昨年より
やや易化。 

共通テストでは、さまざまな出題形
式の変更が予想されます。しか
し、まずは教科書に記載されてい

る基本的な内容を理解し、演習を
通して定着させることで、物理を学
習していくうえでの基礎力を高め

ておくことが大切です。問題演習
では、センター試験の過去問を用
いるのもよいでしょう。 

 

配 
 

点 

第１問 小問集合（２５点） 

第２問 電磁気（２０点） 
第３問 波動（２０点） 
第４問 力学（２０点） 

第５問 熱力学（１５点）  
第６問 原子（１５点） 

化 
 

学 

実験を題材にした問題が多く、読解力と思考力が求められた。54.79(0.12) 
計算問題の数は、昨年とほぼ同程度。実験を題材にした問題文を正確に読み取っ

たうえで、操作の理解と結果を考察する力が求められた。また、中和滴定の指示薬や

ニッケル水素電池の充電を題材にした目新しい問題も出題された。難易は昨年並。 

センター試験では、各分野の理解
が幅広く問われており、共通テスト
でもこの傾向が続くことが予想され

ます。まずは、教科書で扱われて
いる知識をしっかりと身につけて
おきましょう。また、問題演習を通

して目新しいグラフや図表をもとに
実験結果を考察する力を磨いて
おきましょう。 

配 
 

点 

第１問 物質の状態と平衡（２４点） 
第２問 物質の変化と平衡（２４点） 

第３問 無機物質（２３点） 
第４問 有機化合物（１９点） 
第５問 高分子化合物（６点） 

第６問 合成高分子化合物（４点）   
第７問 天然高分子化合物（４点） 

生 
 

物 
例年同様、論理的思考力が必要な考察問題が多く出題された。 57.76(-5.33) 
昨年同様に幅広い分野からの出題で、全大問でグラフや図表などを読み取り考察

する、思考力を要する問題が出題された。変異体の表現型から変異の原因となった遺

伝子を考える問題や条件の異なるデータを比較分析する問題が、複数出題された。
昨年よりやや難化。 

生物では、さまざまな生命現象に
関する基本的な概念の理解や、
問題文や実験結果を知識と結び

つけて考察する力が求められま
す。教科書の参考やコラムの項目
についても、特定の分野に偏るこ

となく理解を深め、他の分野の学
習事項と関連づけて考えることも
意識して学習しましょう。 

配 
 

点 

第１問 生命現象と物質（１８点） 

第２問 生殖と発生（１８点） 
第３問 生物の環境応答（１８点） 
第４問 生態と環境（１８点） 

第５問 生物の進化と系統（１８点） 
第６問 生命現象と物質、および生物の環境応答（１０点）   
第７問 生物の進化（１０点） 

地 
 

学 

高層天気図の時間変化など、図やグラフに関する問題が増加。 39.51(-6.83) 
単純に語句のみを問う問題が減少し、正文や図を選択する問題が増加した。マグマ

の移動に伴う重力変化、海洋プレートと大陸プレートとの間での地震波の屈折、高層
天気図の時間変化といった目新しい題材が多く扱われた。昨年よりやや難化。 

今年のセンター試験では、知識を
そのまま解答するのではなく、知

識をもとに問題の設定に合わせて
考察し、図やグラフを選択する必
要がある設問がみられました。これ

は共通テストにも繋がる傾向であ
ると考えられますので、演習を通じ
て、それらの問題への対応力を養

っておきましょう。 

配 
 

点 

第１問 地球（２７点） 
第２問 岩石と地質（１７点） 
第３問 大気と海洋（２７点） 

第４問 恒星と星団（１７点） 
第５問 地球の活動と歴史（１２点）            
第６問 宇宙（１２点） 

 

２問中１問選択 

２問中１問選択 

２問中１問選択 

２問中１問選択 



 

 前号に引き続き、今年のセンター試験で出題された問題から、新テストにつながるいくつかの問題を紹介しま

す。教科・科目に関係なく、グラフや図の読解は新テストの大きな話題の一つですが、理科では実験の考察とい

う観点が盛り込まれます。今年のセンターをしっかりと分析し、新テストに備えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Road to University 

大学入試ガイド（６）  

共通テストにもつながる基本問題 

▼数学Ⅱ・Ｂ 第４問（３） 

(3)はCBሬሬሬሬሬԦを求めたうえで、四角形ＯＡＢＣの形状と、その面積を求める問題。

(2)の結果から、 CBሬሬሬሬሬԦ = 2
3ൗ OAሬሬሬሬሬԦ であることが分かり、OA//CB、OA ≠ CBとな

ることから、四角形 OABCの形状を台形であると判断することができる。 

２０１８年度に実施された共通テストの施行調査においても、図形の形状を

評価する問題が出題されていた。 

▼物理基礎 第１問 問３ 

日常と関わりのある話題を素材とした出題も、共通テストにおける注目点の

一つ。物理基礎では、電力輸送において送電線で発生するジュール熱によ

って損失する電力を小さくするために、送電電圧および電流をどのようにす

ればよいかを考察させる問題が出題された。供給される電力の式と送電線

での消費電力の式を関連づけて考察する必要があった。 

▼数学Ⅰ・Ａ 第３問〔１〕 

４つの異なる試行について、それぞれ提示された事象の確率を計算し、正

しい記述を選択する問題。余事象や組合せ、条件付き確率など、「場合の

数と確率」の分野における重要項目が１つの設問で問われており、それぞれ

の状況に対応する確率の性質を用いる必要がある。本問のように、選択肢

ごとに、分野における重要な事項や概念が問われる正誤問題は、共通テス

トでも出題が予想される。どの項目が出題されても対応できるよう、苦手分

野を作らないよう、学習を進めておきたい。 

▼化学基礎 第２問 問３ 

化学基礎第２問の問３は、中和反応の滴定曲線から、反応に用いられた酸と塩基の種類とモル濃度を求める

問題。グラフの滴定前後のｐＨ、中和点のｐＨ、中和点までの滴下量など、酸・塩基に関わる多面的な知識が

必要とされた。グラフからさまざまな情報を読み取る問題は共通テストでも引き続き出題が予想される。 



 

 

 

共通テストで必要となる思考力を問う問題 

▼数学Ⅱ・Ｂ 第１問〔２〕（２） 

対数関数を扱った問題だが、センター試験では珍しく図形と方程式との融

合問題である。複数の単元をまたがっての融合問題は受験問題では常識

であるが、センターに特化した勉強をしてきた人の中には、戸惑ったケース

もあっただろう。共通テストに向けては、同一科目内での融合問題出題の可

能性は十分にあると想定して準備しておこう。 

▼化学 第２問 問１ｂ 

化学第２問の問１は、ａで鉄と酸素の反応の量的関係から生成物の組成式

を決定し、ｂでその生成熱を求めるというもの。実験結果のグラフから鉄また

は酸素の物質量と、生成物の物質量との関係を正しく把握する力が求めら

れた。ｂはａをもとに考察する必要があったが、この燃焼反応による水槽の

水の温度上昇をグラフから読み取る必要があった。実験に関する図やグラ

フをもとに考察する問題は、共通テストでも出題が予想される。実験を題材

にした問題の演習を積み、結果を考察する力を養っておきたい。 

生物第２問Ａの問２は、筋肉細胞への分化を決定づける推論について、それを

導くために必要な実験結果を過不足なく選ぶ問題。５つの実験結果を吟味し、

必要な実験と不必要な実験を見極める力が問われた。実験結果を考察するだ

けでなく、仮説や推論を導く根拠となる実験結果を判断させるような問題は、共

通テストでも出題が予想される。実験について、結果だけに注目するのではな

く、仮説の設定や実験計画についても意識した学習を普段から心掛けたい。 

▼生物 第２問 Ａ 問２ 

以下略 

▼物理基礎 第３問 Ｂ 問４ 

水平面から斜方投射された小球の

運動に関する問題。教科書では定

性的に扱われているが、問題文中

に説明文があり、その誘導から等加

速度直線運動の式を適用すればよ

いと判断できるかがポイントだった。 


